家庭礼拝　2010年4月21日　使徒言行録第５章　
　賛美歌127　み恵み溢れる　聖書朗読　4章32節より　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌18心を高くあげよ
起

今日読んだ聖書の箇所には、４回の「ところが、」と言う言葉が使われています。接続詞の「ところが、」と言う言葉は、通常ではありえない、思いもよらないことが起こったときに使います。ですから聖書では特に重要な接続詞になります。神の介入を予感させる言葉です。今日は、この「ところが、」と言う言葉に注目して聖書の箇所をみて行きたいと思います。
私たちの信仰の証しをするときにも、この「ところが、」と言う言葉は大切です。それは、神が自分の生活に介入し、180度変えられて、違ったあゆみを表現することになるからです。たとえば、標準的な表現で言えば、「私は、惨めで、苦しく、悲しい人間であった。ところが、主は私に言った。私に従ってきなさいと。私は、導かれるようにその古い自分をそこにおいて、新しい人間となることができた。」こんな短い文章でも、ところが、と言う言葉はとラマチックにその証しを表現してくれます。私たちの人生の中で起こった、この「ところが、」と証しできる出来事を心にいだいて、神様に感謝し賛美していくことが信仰生活ではないかと思うのです。
承

今日の5章では、原始キリスト教の人々が、どのような生活をしていたかが書かれています。

ここには初代教会の生活が生き生きと描かれています。
先ず第一に、それは共産生活です。みんなが共有する生活です。4章32節に
使 4:32　信じた人々の群れは心も思いも一つにし、一人として持ち物を自分のものだと言う者はなく、すべてを共有していた。
と描かれています。全てを共有している生活とは、一つの理想の生活だったわけです。共産主義もこれを理想として、遠大な実験をしたわけですが、失敗しました。それは、平等を強制するあまり、自由を奪ってしまったからでした。この初代教会では、そのような自由を損なうようなことはなく、全て自発的になされました。初代教会では、このような共産生活によって、貧しい人は一人もいなかったと記されています。
第二に、彼らは人々から非常に好意を持たれていたと言うことです。それはイエスの信奉者でなくとも、初代教会の働きを好意を持って見ていたと言うことになります。12節には

使 5:12　使徒たちの手によって、多くのしるしと不思議な業とが民衆の間で行われた。一同は心を一つにしてソロモンの回廊に集まっていたが、
使 5:13　ほかの者はだれ一人、あえて仲間に加わろうとはしなかった。しかし、民衆は彼らを称賛していた。
このように、使徒達の奇跡を民衆は賞賛していたわけです。そして、病人をいたしてもらうために、弟子達の周りに集まってきたのでした。15節には、
使 5:15　人々は病人を大通りに運び出し、担架や床に寝かせた。ペトロが通りかかるとき、せめてその影だけでも病人のだれかにかかるようにした。
使 5:16　また、エルサレム付近の町からも、群衆が病人や汚れた霊に悩まされている人々を連れて集まって来たが、一人残らずいやしてもらった。
と書かれており、使徒たちの奇跡の業に望みを置いて、大勢の人たちが集まってきていたことが描かれています。

第三に、イエスの弟子達は毎日、神殿のソロモンの回廊に集まって、礼拝を捧げていた、と言うことです。弟子達は、議会の脅しにも恐れることなく、公に、礼拝を捧げていました。そこが、神に礼拝を捧げる場所と、認識していたのです。
このように、理想的ともおもえる初代教会でしたが、最初の「ところが、」と言う言葉が始まります。アナニアとサフィラの物語です。二人は土地を売って、その代金を得たのですが、その一部を持ってきて、使徒たちの前に差し出したのです。アナニアとサフィラはこれからの生活に不安を感じたのでしょう。少しでも自分たちの手元に残したいと言う思いと、全てを捧げますと言う、信仰的な見栄の誘惑にあって、嘘をついてしまったのでしょう。アナニアとサフィラには、土地を売らない自由も、売ったとしても代金を献金しない自由もあったのです。ですが、神を欺くようなことをしてしまったのです。
使 5:3　すると、ペトロは言った。「アナニア、なぜ、あなたはサタンに心を奪われ、聖霊を欺いて、土地の代金をごまかしたのか。
使 5:4　売らないでおけば、あなたのものだったし、また、売っても、その代金は自分の思いどおりになったのではないか。どうして、こんなことをする気になったのか。あなたは人間を欺いたのではなく、神を欺いたのだ。」
使 5:5　この言葉を聞くと、アナニアは倒れて息が絶えた。そのことを耳にした人々は皆、非常に恐れた。
最初に、事情を聞かれたアナニアは、ペトロに、「あなたは人間を欺いたのではなく、神を欺いたのだ。」と言う言葉を聴いて、倒れ、息が耐えてしまいました。ペトロは殺そうと思ったわけではなく、神を欺いたと言う言葉がアナニアには、ものすごいショックとなって、息も出来なくなったのだと思います。このことは、私たちに、「私たちは、神の前で自由にすることは許されている。だが、神を欺くことは許されていない。」と言うことを痛烈に思い知らされるのです。神を信じても信じなくても良い。だが信じている振りをして、神を欺くことは許されていない、と思うと、正直な信仰生活を歩むことに、衿を正さざるを得ません。私たちの捧げる、献金だけでなく、祈りや、奉仕や、賛美などでも、「あなたは人間を欺いたのではなく、神を欺いたのだ。」と言われないように。出来ないものはできない、不十分なものは不十分だと、神の前に告白しながら、正直な信仰を歩んでいく大切さを思わされるのです。偽善的な信仰の、怖さを思わされます。不正直は、神を信頼しない不信仰となるわけです。
転

二つ目の「ところが、」は、使徒たちが再び捕らえられ、牢に入れられたときの話です。使徒達は、議会の警告にもかかわらず、神殿で礼拝し、イエスの名によって病人を癒し、イエスキリストの復活を隠れることなく、公に述べ伝えていたのでした。大祭司と、サドカイ派の人々は妬みに燃えて、使徒たちを捕らえ、牢に入れたのでした。聖書には、19節です
使 5:19　ところが、夜中に主の天使が牢の戸を開け、彼らを外に連れ出し、
使 5:20　「行って神殿の境内に立ち、この命の言葉を残らず民衆に告げなさい」と言った。
と書かれています。助けられた弟子たちは、議会を恐れることなく、天使の声に従って、夜明けごろからまた境内に入って、教えられたと書かれています。
　一方、最高法院を召集した大祭司は、使徒たちをその場に引き出すために、人を牢に差し向けたところ、牢の中には、使徒達はいませんでした。そして次のような23節の報告を聞くのでした。3つ目の「ところが、」です。
使 5:23　「牢にはしっかり鍵がかかっていたうえに、戸の前には番兵が立っていました。ところが、開けてみると、中にはだれもいませんでした。」
そして、「御覧ください。あなたがたが牢に入れた者たちが、境内にいて民衆に教えています」
と言う別の報告も聞くことになったのです。大祭司たちは、再び、使徒たちを捕らえ、最高法院の中に立たせました。そして、また、大祭司が尋問したのです。28節です。
使 5:28　「あの名によって教えてはならないと、厳しく命じておいたではないか。それなのに、お前たちはエルサレム中に自分の教えを広め、あの男の血を流した責任を我々に負わせようとしている。」
使 5:29　ペトロとほかの使徒たちは答えた。「人間に従うよりも、神に従わなくてはなりません。
使 5:30　わたしたちの先祖の神は、あなたがたが木につけて殺したイエスを復活させられました。
使 5:31　神はイスラエルを悔い改めさせ、その罪を赦すために、この方を導き手とし、救い主として、御自分の右に上げられました。
使 5:32　わたしたちはこの事実の証人であり、また、神が御自分に従う人々にお与えになった聖霊も、このことを証ししておられます。」
使 5:33　これを聞いた者たちは激しく怒り、使徒たちを殺そうと考えた。
大祭司たちは、使徒たちを殺そうと考えるほど怒りました。それは、「あの名によって教えてはならないと言ったのに、我々に責任を負わせようとしている。」と、被害妄想的に受け止めたからです。ここでも、自分たちの立場を守るために、怒っているのです。それに対し、使徒達は、「人間に従うよりも、神にしたがわなくてはなりません。イエスは復活しました。救い主として、神の右にいます。私たちはその証人です。」と、大胆に、自分を守ることよりも、神に従うことを、言い続けるのでした。使徒たちには、どんな状況になっても、「ところが、」と、神様が介入してくださることを信じているようでした。
　そしてこの絶体絶命のところで、4つ目の「ところが、」が起こるのです。34節です。

使 5:34　ところが、民衆全体から尊敬されている律法の教師で、ファリサイ派に属するガマリエルという人が、議場に立って、使徒たちをしばらく外に出すように命じ、
使 5:35　それから、議員たちにこう言った。「イスラエルの人たち、あの者たちの取り扱いは慎重にしなさい。
使 5:36　以前にもテウダが、自分を何か偉い者のように言って立ち上がり、その数　四百人くらいの男が彼に従ったことがあった。彼は殺され、従っていた者は皆散らされて、跡形もなくなった。
使 5:37　その後、住民登録の時、ガリラヤのユダが立ち上がり、民衆を率いて反乱を起こしたが、彼も滅び、つき従った者も皆、ちりぢりにさせられた。
使 5:38　そこで今、申し上げたい。あの者たちから手を引きなさい。ほうっておくがよい。あの計画や行動が人間から出たものなら、自滅するだろうし、
使 5:39　神から出たものであれば、彼らを滅ぼすことはできない。もしかしたら、諸君は神に逆らう者となるかもしれないのだ。」
激しく怒り、使徒たちを殺そうとしていた大祭司たちは、この、「ところが、」の声を聞くのです。それはなんと、ファリサイ派のガマリエルが神様に用いられたのです。このガマリエルは、非常に信仰的で、冷静な判断をしました。「ほうっておくが良い。あの計画や行動が人間から出たものなら自滅するだろうし、神から出たものであるならば、彼らを滅ぼすことは出来ない。」と。そしてこの言葉を聴いた、人々は、この意見に従うのです。使徒達は、鞭で打たれましたが、放免されました。私は、このガマリエルの言葉がとても好きです。そして、いろいろなことで、意見がぶつかったときにはいつもガマリエルの様に考えていました。それが神様に委ねると言うことだと思います。私たちの、御殿場教会での今回の出来事に対してもそのように思っています。「ほうっておくが良い。あの計画や行動が人間から出たものなら自滅するだろうし、神から出たものであるならば、彼らを滅ぼすことは出来ない。」そのように、どちらの側の行動であっても、それが人間から出たものであれば、自滅し、神から出たものであれば、滅ぼすことが出来ないものと思います。ですから、このことに関しては、自分を守ろうと言うような、人間的な思いを一切持たずに、神様に委ねて、神様から出たもので、行動していきたいと思います。
結

今日は、「ところが、」と言う言葉に注意しながら、二つのテーマについて話してみました。一つはアナニアとサフィラの物語にあった、「神を欺いてはならない。」と言うテーマです。これは、人を欺こうとすると、神をも欺くことになりかねず、嘘をつくくらいなら、たとえ評判が悪くなっても正直なほうがよいと言うことになります。勇気を持って、神の前に正直であることが、神にも人にも喜ばれることだと思います。聖書は、このような教会内の悪い出来事、恥ずかしい出来事でさえ、隠すことなく正直に書き表しています。私たちは、これを模範として、何も隠さず、正直になるのが良いのでしょう。正直に行ったことの結果にはこだわらず、神様に委ね、それを神様が用いてくれることを信じることだと思います。
もう一つのテーマは、ガマリエルの言葉です。「人から出たものは自滅し、神から出たものは滅びない」と言うことです。良いかどうかは、人間には分からないのです。ですから、これもまた神様に委ねることになります。そして人から出たものは自滅し、神から出たものは滅びないと言う結果を待つことになります。信じて待つことが信仰であり、委ねることになるのだと思います。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
天の父なる神様、今週もまた、供に祈り、賛美するときが与えられ感謝いたします。初代教会の人たちが、供に分かち合い、持ち物を共有して、平和に喜びを持って生活していることを覚えて、信仰のすばらしさを思います。ですが、その中にあって、正直に生きることがまた、なんと難しいものかと思わされます。私たちは、エゴを持っており、自分の利益を考えてしまいます。何もかも、捧げる思いがないと、私たちは不正直になってしまうのかもしれません。神様、どうか私たちをこのエゴの誘惑からお守りください。そしてあなたのみ前に正直な信仰者として歩ませてください。また、私たちは、この人間関係の中にあって、何が正しいのかも分からないのに、人を裁いてしまいます。どうか、私たちが判断するのではなく、ガマリエルが言ったように、「人から出たものは自滅し、神から出たものは滅びない。」と言うことを信じて、あなたに委ねていくことができますように。
　今週、御殿場教会から、総会議案書が送られてきました。新年度の予算が承認され、新しい長老も選ばれます。決して、楽な教会運営ではないでしょうが、どうかあなたが、御殿場教会を正しく導いて下さいますように。それぞれに与えられた働きが強められ、あなたの教会として、立てられていくことができますように。また、どうか一日も早く、御殿場教会にふさわしい牧師が与えられますように。私たちもまた対立するのではなく、この状況を正しく受け止め謙遜にそして、雄雄しく、信仰生活を歩んでいくことが出来ますように導いてください。

今日与えられました恵に感謝し、この祈りを主イエスキリストの御名によってお捧げいたします。
◆持ち物を共有する
使 4:32　信じた人々の群れは心も思いも一つにし、一人として持ち物を自分のものだと言う者はなく、すべてを共有していた。
使 4:33　使徒たちは、大いなる力をもって主イエスの復活を証しし、皆、人々から非常に好意を持たれていた。
使 4:34　信者の中には、一人も貧しい人がいなかった。土地や家を持っている人が皆、それを売っては代金を持ち寄り、
使 4:35　使徒たちの足もとに置き、その金は必要に応じて、おのおのに分配されたからである。
使 4:36　たとえば、レビ族の人で、使徒たちからバルナバ――「慰めの子」という意味――と呼ばれていた、キプロス島生まれのヨセフも、
使 4:37　持っていた畑を売り、その代金を持って来て使徒たちの足もとに置いた。
◆アナニアとサフィラ
使 5:1　ところが、アナニアという男は、妻のサフィラと相談して土地を売り、
使 5:2　妻も承知のうえで、代金をごまかし、その一部を持って来て使徒たちの足もとに置いた。
使 5:3　すると、ペトロは言った。「アナニア、なぜ、あなたはサタンに心を奪われ、聖霊を欺いて、土地の代金をごまかしたのか。
使 5:4　売らないでおけば、あなたのものだったし、また、売っても、その代金は自分の思いどおりになったのではないか。どうして、こんなことをする気になったのか。あなたは人間を欺いたのではなく、神を欺いたのだ。」
使 5:5　この言葉を聞くと、アナニアは倒れて息が絶えた。そのことを耳にした人々は皆、非常に恐れた。
使 5:6　若者たちが立ち上がって死体を包み、運び出して葬った。
使 5:7　それから三時間ほどたって、アナニアの妻がこの出来事を知らずに入って来た。
使 5:8　ペトロは彼女に話しかけた。「あなたたちは、あの土地をこれこれの値段で売ったのか。言いなさい。」彼女は、「はい、その値段です」と言った。
使 5:9　ペトロは言った。「二人で示し合わせて、主の霊を試すとは、何としたことか。見なさい。あなたの夫を葬りに行った人たちが、もう入り口まで来ている。今度はあなたを担ぎ出すだろう。」
使 5:10　すると、彼女はたちまちペトロの足もとに倒れ、息が絶えた。青年たちは入って来て、彼女の死んでいるのを見ると、運び出し、夫のそばに葬った。
使 5:11　教会全体とこれを聞いた人は皆、非常に恐れた。
◆使徒たち、多くの奇跡を行う
使 5:12　使徒たちの手によって、多くのしるしと不思議な業とが民衆の間で行われた。一同は心を一つにしてソロモンの回廊に集まっていたが、
使 5:13　ほかの者はだれ一人、あえて仲間に加わろうとはしなかった。しかし、民衆は彼らを称賛していた。
使 5:14　そして、多くの男女が主を信じ、その数はますます増えていった。
使 5:15　人々は病人を大通りに運び出し、担架や床に寝かせた。ペトロが通りかかるとき、せめてその影だけでも病人のだれかにかかるようにした。
使 5:16　また、エルサレム付近の町からも、群衆が病人や汚れた霊に悩まされている人々を連れて集まって来たが、一人残らずいやしてもらった。
◆使徒たちに対する迫害
使 5:17　そこで、大祭司とその仲間のサドカイ派の人々は皆立ち上がり、ねたみに燃えて、
使 5:18　使徒たちを捕らえて公の牢に入れた。
使 5:19　ところが、夜中に主の天使が牢の戸を開け、彼らを外に連れ出し、
使 5:20　「行って神殿の境内に立ち、この命の言葉を残らず民衆に告げなさい」と言った。
使 5:21　これを聞いた使徒たちは、夜明けごろ境内に入って教え始めた。一方、大祭司とその仲間が集まり、最高法院、すなわちイスラエルの子らの長老会全体を召集し、使徒たちを引き出すために、人を牢に差し向けた。
使 5:22　下役たちが行ってみると、使徒たちは牢にいなかった。彼らは戻って来て報告した。
使 5:23　「牢にはしっかり鍵がかかっていたうえに、戸の前には番兵が立っていました。ところが、開けてみると、中にはだれもいませんでした。」
使 5:24　この報告を聞いた神殿守衛長と祭司長たちは、どうなることかと、使徒たちのことで思い惑った。
使 5:25　そのとき、人が来て、「御覧ください。あなたがたが牢に入れた者たちが、境内にいて民衆に教えています」と告げた。
使 5:26　そこで、守衛長は下役を率いて出て行き、使徒たちを引き立てて来た。しかし、民衆に石を投げつけられるのを恐れて、手荒なことはしなかった。
使 5:27　彼らが使徒たちを引いて来て最高法院の中に立たせると、大祭司が尋問した。
使 5:28　「あの名によって教えてはならないと、厳しく命じておいたではないか。それなのに、お前たちはエルサレム中に自分の教えを広め、あの男の血を流した責任を我々に負わせようとしている。」
使 5:29　ペトロとほかの使徒たちは答えた。「人間に従うよりも、神に従わなくてはなりません。
使 5:30　わたしたちの先祖の神は、あなたがたが木につけて殺したイエスを復活させられました。
使 5:31　神はイスラエルを悔い改めさせ、その罪を赦すために、この方を導き手とし、救い主として、御自分の右に上げられました。
使 5:32　わたしたちはこの事実の証人であり、また、神が御自分に従う人々にお与えになった聖霊も、このことを証ししておられます。」
使 5:33　これを聞いた者たちは激しく怒り、使徒たちを殺そうと考えた。
使 5:34　ところが、民衆全体から尊敬されている律法の教師で、ファリサイ派に属するガマリエルという人が、議場に立って、使徒たちをしばらく外に出すように命じ、
使 5:35　それから、議員たちにこう言った。「イスラエルの人たち、あの者たちの取り扱いは慎重にしなさい。
使 5:36　以前にもテウダが、自分を何か偉い者のように言って立ち上がり、その数四百人くらいの男が彼に従ったことがあった。彼は殺され、従っていた者は皆散らされて、跡形もなくなった。
使 5:37　その後、住民登録の時、ガリラヤのユダが立ち上がり、民衆を率いて反乱を起こしたが、彼も滅び、つき従った者も皆、ちりぢりにさせられた。
使 5:38　そこで今、申し上げたい。あの者たちから手を引きなさい。ほうっておくがよい。あの計画や行動が人間から出たものなら、自滅するだろうし、
使 5:39　神から出たものであれば、彼らを滅ぼすことはできない。もしかしたら、諸君は神に逆らう者となるかもしれないのだ。」一同はこの意見に従い、
使 5:40　使徒たちを呼び入れて鞭で打ち、イエスの名によって話してはならないと命じたうえ、釈放した。
使 5:41　それで使徒たちは、イエスの名のために辱めを受けるほどの者にされたことを喜び、最高法院から出て行き、
使 5:42　毎日、神殿の境内や家々で絶えず教え、メシア・イエスについて福音を告げ知らせていた。
